
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「心をかたちに」 ～言葉と行動、思いやりと支え合い～ 
札苗中学校学校だより 
令和 6 年度最終号（４８９号） 
令和 7 年(20２５年) 
3 月２５日発行 
http://www.satsunae-j.sapporo-c.ed.jp 

１年間の反省と新年度の抱負 
２年４組  鈴木 彰 

 

僕は今まで各教科の提出物を出さなかったり、授業に集中せず、友達とおしゃべりしたりと、やる気があま

りありませんでした。しかし、３学期から提出物を出すように心がけ、少しでも自分を変えようと意識して生活

しています。部活動では、バスケットボール部に所属していて、朝練習も放課後練習も頑張っています。これ

からもっと練習して技術を向上させ、チームに少しでも貢献できるように継続していきます。 

新年度は学校生活で、各教科の提出物を出すこと、人の言うことをよく聞くこと、同じミスを何度も繰り返

さないようにすること、また、メモをとる習慣を身につけること、以上のことを頑張り、自分を成長させます。 

 

「心をかたちに」を考える 
校長  鈴木 伸和 

 

今日で１年間の学習課程が修了します。本当にお疲れ様でした。 

皆さんが大きな事故なくしっかりと勉強し、笑顔で過ごしてくれたことを嬉しく思います。 

札苗中学校のキーワード「心をかたちに」とありますが、どうしたら「心」を「かたち」にしていけるのでしょ

うか？私なりに考えてみました。 

感謝の言葉で「ありがとう」という言葉があります。 

「ありがとう」の語源は、「有り難し(ありがたし)」が変化し「ありがとう」となったと言われています。「有り

難し」は、「有ること」が「難しい」という意味で、本来は「滅多にない」や「珍しくて貴重だ」という意味を表し

ています。「ありがとう」という言葉は人を幸せにします。「ありがとう」を言うと相手が笑顔になります。する

と、自分も喜びが増します。「言った本人」も幸せになるので、使えば使うほど得です。 

「ありがとう」の反対語は、何になるのでしょうか？ 

「滅多にない」や「珍しくて貴重だ」の反対の意味から考えると、「あたりまえ」や「当然」という言葉になり

ます。「あたりまえ」という心から「ありがとう」という感謝の心は生まれてきません。出てくるのは不平不満ば

かりです。これでは幸せも逃げていってしまいます。 

10 日ほど前に卒業式が行われました。卒業生が歌った「群青」という曲ですが、この歌は、東北の震災

を体験した南相馬市立小高中学校（みなみそうましりつ おだかちゅうがっこう）の先輩方と当時の音楽の

先生が、震災によって友人を失ってしまった悲しみと、原発事故によって全国に離ればなれになった仲間を

想い、作ったものです。その歌詞の中に「あたりまえが幸せと知った」という部分があります。「ありがとう」と

「あたりまえ」は、背中合わせの言葉です。みなさんが、「あたりまえ」と思っている日常に「ありがとう」と思

えることが大切です。 

 感謝の気持ちをもつことができれば、自然と「心をかたちに」できるのではないかと思います。 

http://www.satsunae-j.sapporo-c.ed.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～離任する教職員のご挨拶～ 

今年度離任される 8名の教職員の方々からのご挨拶です。今後のご活躍を心よりお祈り申し上げます。 

校長 鈴木 伸和（陵北中学校へ） 

あっという間の２年間でした。素敵な生徒との
出会い、そして、保護者の皆様と地域の皆様に支
えられた 2 年間でした。本当に感謝しておりま
す。今までありがとうございました。 

国語 髙田 千恵（栄中学校へ） 

1年という本当に短い間でしたが、大変お世話
になりました。 
特に、2学年の素直な生徒たちや図書局員の頑

張り屋の生徒たちと過ごした時間がとても楽し
かったです。少し遠くから生徒たちを応援してい
ます。本当にありがとうございました。 

数学 大髙 洋人（札苗北中学校へ） 

２年間という短い間でしたが、多くの皆様に支
えられたことを大変感謝しております。素直で、
何事にも一生懸命に取り組む生徒の皆さんの姿
にも大変、力をいただきました。今までありがと
うございました。 

美術 石見 直美（ご退職） 

この６年間、生徒の皆さんの明るさや笑顔から
たくさんの元気をわけてもらいました。皆さんと
過ごした日々は、決して忘れられない心温まる思
い出でいっぱいです。また、折にふれ、保護者の
皆様を含め多くの方々に支えていただいたこと
に心より感謝申し上げます。６年間、本当にあり
がとうございました。 

家庭 西林 昌子（ご退職） 

4年間お世話になりました。2度目の札苗中勤
務、着任した時の学校だよりには「中学生の素敵
な所、かわいらしい所を見つけに来ました。」と
書かせていただきました。4年間で、皆さんのか
わいらしい所、面白い所がたくさん見つかり、い
い思い出になりました。保護者の皆様、お世話に
なったことに感謝申し上げます。生徒の皆さん、
保護者の皆様によろしくお伝えください。 

特別支援 奥山 塁（清田中学校へ） 

 札苗中学校では３年間お世話になりました。あ
りがとうございました。 

校務助手 内山 加奈子（札苗北中学校へ） 

学校徴収金では保護者の皆様にご協力を賜り
ましたことに深く感謝いたします。 
元気な挨拶、すてきな笑顔、楽しそうな笑い声、

1 年間で驚くほど成長する姿に刺激を受けなが
ら生徒の皆さんに元気をもらっていました。あり
がとうございました。 

理科 長尾 知明（新川中学校へ） 

10年間在籍しました。たくさんの生徒との出
会いがあり、楽しい時間を過ごすことができまし
た。そして、保護者の皆様と地域の皆様に支えら
れ、これまでやってくることができました。今ま
でありがとうございました。 

４月８日（火） 着任式・始業式 

 

8:15～8:30 登校 

・外靴は袋に入れて教室に持参 

・新学年フロアの旧学級番号に入室 

（旧１年５組は第２理科室に入室） 

8:30     朝学活 

8:45     校歌練習 

9:00～9:30 着任式・始業式 

9:45～    学活、入学式準備など 

12:15       完全下校 

 

持ち物：上靴、外靴を入れる袋、 

新しい教科書を入れる大きめのカバン 

令和７年度当初の予定 

８日（火）  着任式・始業式 

９日（水）  第 50回入学式（３年生休業日） 

11日（金） 全学年学力テスト 

14日（月） 学級写真撮影 

16日（水） ワーク販売（8:10～） 

28日（月） 授業参観・学級懇談会・PTA総会 

令和７年度からの変更事項 

今年度まで、体育や美術など授業でジャージを使用す

る日はジャージ登校としていましたが、新年度より標準

服登校に変更します。ジャージを使用する日は、持参して

学校で着替えることになります。ご承知おきください。 


